













































































































































































































































































































































































































4　スポーツ報知、 2011年 11月 1日付。
5　NEWS ポストセブン、2012年 10月 31日付。
6　週刊東洋経済　第 6246号　2010年 2月 13日。
7　岸田國士「続言葉言葉言葉（その二）」『文芸』、1939年 8月。
8　寺田寅彦「涼味数題」『寺田寅彦随筆集』、1948年 5月。
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